
日  時：令和 3年 10月 7日（木）18時 30分 ～19時 30分 

場  所：唐竹多目的集会所 

対象地区：唐竹 

参加人数：20名 

 

■要望、質疑応答 

内   容 

〇インフルエンザワクチン接種について 

（市民から） 

市では、インフルエンザワクチン接種について 1回目の費用を助成するとのことだが、

新型コロナウイルスワクチン接種をした後に、インフルエンザワクチン接種も受けて大

丈夫なものなのか。 

 

（市から） 

・市や県内の医療機関等では、新型コロナウイルスワクチン接種が進み、接種する方が減

ったことから、インフルエンザワクチン接種へと対応の切替が始まっている。新型コロ

ナウイルスワクチン同様に、インフルエンザワクチンはインフルエンザの重症化を防

ぐ効果が得られるものであり、市では今年も例年同様の助成を行うこととしているの

で、体調の良い方はぜひ接種をお願いしたい。 

 

〇河川の雑木について 

（市民から） 

唐竹温泉付近の川について、県の管轄だとは聞いているが、川の中の柳が成木になって

おり、大雨による災害が懸念される。県等で監視はしているとは思うが、できれば早期に

伐採してほしい。 

 

（市から） 

・川の中の雑木に関しては、唐竹地区のみならず多くの箇所で要望があがっており、県に

は対応をお願いしている。 

・昨年は沖館地区の緑青園近辺の雑木伐採と、平成 25年の災害で埋まった箇所の河道掘

削を行った。その際、余裕があった予算で唐竹近辺の一部の木を伐採した。今年は、そ

の雑木伐採によって生じた土砂廃土と、まだ残っている雑木伐採について県に要望し

ている。今後も要望を続けていきたい。 

 

〇河川の要望について 

（市民から） 

河川の要望について、3年前から状況が変わっていない。以前、なかなか要望が通らな 

かった護岸工事については、当時県議会にいた市長に早急に対応していただいたことが
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あった。今後についても、市が県議会のほうにはたらきかけ、早めに対処するようにして

ほしい。 

 

（市から） 

・県の事業には実施する順番があり、なかなか難しい問題である。護岸工事については、

非常に危険な状態だったので早急に対応できたが、すべてがそのようにいくわけでは

ない。市としてもできるだけ早くやってもらえるよう要望していきたい。 

 

〇聖火リレーの中止について 

（市民から） 

コロナ禍でここ 2 年、イベントや行事のほとんどが中止となっている。市としては市

民の命と生活を守るための判断だったと思うが、とても残念だったのは聖火リレーが中

止となったことだ。県内では三八、全国でも実施しているところがあった中で、なぜ平川

市は実施できなかったのか。例えば、陸上競技場を使って実施できなかったものか。 

 

（市から） 

・イベントに関しては、9月いっぱい県のコロナ対策パッケージに準じてすべての行事を

中止する対応をとった。現在は、感染者数が落ち着いたことから、引き続き感染症対策

を徹底したうえで行事等を再開している。 

・聖火リレーに関しては、平川市では、公道での実施は市内外から人が集まる可能性があ

ることから中止とし、陸上競技場でセレモニーを実施したい旨の要望を県に出した。し

かし、周辺自治体では中止の判断が多く、要望は認められなかった。当時は、青森市を

中心に感染者数が多く、三八地域の感染者数は少なかったため、県内でも実施できたと

ころがあった。 

 

〇集会所の大規模改修について 

（市民から） 

唐竹多目的集会所は築 33年になる。当町会では、修理等が必要な場合は都度対応する

こととしているが、大規模改修となれば築年数の基準はあるのか。 

 

（市から） 

・大規模改修あるいは改築については、各地域の希望に合わせて行っている。大規模改修

は概ね 30年以上経過した建物で、負担金は 1世帯 5千円という基準を設けて実施して

いる。各地区と意見交換しながら、年に 2町会ずつ改築していく予定である。 

・目安としては、30年経過で大規模改修、50年経過で改築となっている。市としては、

長期的な計画を立てるために、先日各町会へアンケートをお願いしたところである。 

 

〇生コンの支給について 
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（市民から） 

砂利道に敷く生コンについて、市全体で 60㎥の数量を予算化していると聞いているが

間違いないか。 

 

（市から） 

・予算化している数量は、今、把握していないが、まだ予算は余っていると認識している。 

 

（市民から） 

 組合員の減少と高齢化により、生コンを敷くのは大変なので、市にも助けてもらいた

い。 

 

（市から） 

・皆さんの声を聞いて、対応を考えていきたい。 

 

〇権左衛門農道について 

（市民から） 

権左衛門組合は組合員が 70名ほどいるが、実際の耕作者は少なく高齢化も進み、草刈

り等も難しい現状にある。組合だけでの維持では厳しいので、市でも道路維持のための助

成をもう少し考えてほしい。 

 

（市から） 

・同様の要望は多数あがっており、事情は把握している。要望の中から、緊急性等順位を

つけながら限られた財源の中で対応しており、今後も皆さんのご意見を参考にしなが

ら、行政に取り入れていけるよう体制を考えていきたいと思っている。 

 

〇アメリカシロヒトリについて 

（平川市） 

近年の温暖化で、昨年あたりからアメリカシロヒトリが大量発生しているが、市民課に

は駆除等の問合せがあるか。 

 

（平川市） 

・年に数件問合せはある。現場調査に出向いたり、町会からの相談に対しては材料の支給

や貸出等も行っているので、気軽に問合せしてほしい。 

 

〇市長のマスメディア対応について 

（市民から） 

テレビのニュースを見ていると、いつもむつ市長が出ていて目立っている。弘前市長も

よく出ていて、平川市は話題で負けていると感じる。平川市も、何か話題があるときはぜ
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ひ市長がテレビに出てほしい。 

 

（市から） 

・市の情報に関しては、シティプロモーションの係を設け発信している。マスメディアに

出て市の宣伝することも大切だが、出たからと言って事業等が進むというわけではな

い。平川市は、いかに現在やっている事業等を県や国の協力を得ながら進めていくのか

色々と協議しながら進めている。市民の皆さんから、市長自ら発信してほしいという要

望があれば検討していきたい。 

・現在、シティプロモーションの取組を進めているところであり、市のみならず全国に発

信していくことを考えている。平川市は子育て支援において県内で一番進んでいると

思うので、発信に力を入れていきたい。 

 

〇映画「いとみち」の経済効果について 

（市民から） 

 平川市の「いとみち」の経済効果はどのくらいか。 

 

（市から） 

・定量的に見えるものがなく、明確にお答えできる材料がない。平川市出身の駒井蓮さん

が今後ますます活躍されることで、平川市のＰＲにつながっていくのではないかと思

う。 

・「いとみち」では、残念ながら平川市での撮影がなかったので、直接的な経済効果はあ

まりなかったと思う。現在、駒井蓮さんを積極的に起用し発信しているので、ますます

メジャーになっていただくことで、将来、経済効果としてみえてくるのではないかと期

待している。 

 

 


